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麻薬取扱者免許について パート１

このコンテンツでは、麻薬取扱者免許に関する最近の変更点、用語、手続方
法について説明します。



2

パート１では、「１ 最近の変更点」から「４ 手続き方法」について説明
します。



１ 最近の変更点についてパート１

麻薬管理者免許申請書、麻薬施用者免許申請書の様式が一部変更になり、令
和元年12月14日から成年被後見人の項目が欠格条項から削除されることに
なりました。

スライドに表示しているのは、法改正前の様式です。

緑の枠で囲っている４番目の「後見開始の審判を受けていること」が欠格条
項からなくなり、現在は３項目になります。

ホームページに新様式を載せておりますので、ご申請いただく際は、新様式
をご使用ください。
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１ 最近の変更点についてパート２

省令の改正により、令和２年12月25日から麻薬管理者免許申請書等への押
印が不要になりました。

これにより、申請書等に押印が無くても申請や届出を行うことができるよう
になりました。
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２ 用語パート１

麻薬取扱者の種類と定義についてです。

医療機関における麻薬取扱者免許には、麻薬管理者と麻薬施用者があります
。

麻薬管理者は、麻薬施用者が2名以上いる診療施設に設置しなければなりま
せん。

また、麻薬管理者は麻薬を業務上管理する人であり麻薬の施用はできません
。

麻薬施用者は、麻薬を施用、施用のための交付、麻薬処方箋を交付する方が
必要な免許です。

麻薬を施用、処方する場合には麻薬施用者の免許が別途必要になります。
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２ 用語パート２

麻薬診療施設は、麻薬施用者が診療に従事する病院、診療所等のことをいい
、麻薬管理者がいても麻薬施用者がいなければ、麻薬診療施設ではありませ
ん。

麻薬業務所は、麻薬取扱者が業務上麻薬を取り扱う病院、診療所等のことを
いいます。

また、従たる施設は、都内で主として診療に従事する病院等以外で、麻薬を
取り扱う場合の診療施設のことをいいます。
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３ 免許証の見方

免許番号は、免許証左上の番号です。

有効期間中に記載事項変更届で事項を変更した場合は、免許番号は変わりま
せん。

免許年月日は、免許証下部にある有効期間のはじめの日付になります。

こちらの麻薬免許証ですと、令和２年1月1日となります。
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４ 手続き方法パート１

こちらは、手続きの申請者・届出者についてです。

麻薬取扱者免許証に関する申請者・届出者は、免許取得者本人になります。

また、麻薬に関する所有届、譲渡届などの届出者は、開設者になります。

開設者が法人の場合は法人が届出者になりますので、ご注意ください。

また、窓口の申請はいずれも、本人以外の提出も可能となっておりますが、
記載内容について説明ができる方でお願いします。
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４ 手続き方法パート２

現在、コロナウイルス感染症の感染防止対策として、窓口受付時間を短縮し
ております。

受付時間について、水曜日以外は9時から14時、水曜日は9時から17時です
。

ただし、手数料がかかる手続きについては16：30までです。

また、免許の交付は、窓口、郵送をお選びいただけます。

郵送を希望の場合は、レターパックプラス等の封筒をお持ちください。
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４ 手続き方法パート３

コロナウイルス感染症の感染防止対策として、一部の申請を郵送で受け付け
ています。

免許証の交付までのスケジュールが窓口とは異なりますので、ご注意くださ
い。

郵送手続きの詳細については、ホームページに掲載しておりますので、申請
の前にご確認ください。
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申請様式はホームページに掲載しておりますので、ご利用ください。

麻薬取扱者免許について パート１の説明は以上で終了です。

麻薬管理者、麻薬施用者、その他の手続方法については、麻薬取扱者免許に
ついて パート２をご覧ください。


